
～日本初のブルーフラッグを取得して～

海
が
好
き

　

初
夏
の
湘
南
海
岸
。
青
い
空
、
青
い
海
。
太
陽
が
海
面
に
反
射
し
て
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
く
。
大
き
な
ウ
ネ
リ
が
沖
か
ら
迫
り
、
波
が
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。
狙
い
を

定
め
て
パ
ド
リ
ン
グ
。サ
ー
フ
ボ
ー
ド
が
グ
ッ
と
波
に
押
さ
れ
て
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ

て
滑
り
出
す
。
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
最
高
の
瞬
間
だ
。

　

私
は
、
湘
南
の
鵠
沼
で
生
ま
れ
、
鵠
沼
で
育
っ
た
。
海
ま
で
自
転
車
で
５
分
。

小
さ
い
頃
か
ら
海
が
大
好
き
で
、
海
は
一
番
身
近
な
遊
び
場
だ
っ
た
。
高
校
１
年

の
夏
、
初
め
て
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
体
験
、
そ
の
後
サ
ー
フ
ィ
ン
に
ど
っ
ぷ

り
と
は
ま
っ
て
い
っ
た
。
就
職
後
も
毎
日
朝
４
時
に
起
き
て
出
勤
前
に
海
へ
入
る

と
い
う
生
活
を
年
間
３
０
０
日
以
上
続
け
た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
の
魅
力
は
、
自
然
と

一
体
に
な
れ
る
こ
と
。
広
大
な
海
の
前
で
は
人
間
な
ん
て
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
だ
。

サ
ー
フ
ィ
ン
は
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
心
底
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

海
の
表
情
は
毎
日
変
わ
る
。
風
、
気
温
、
光
、
湿
度
、
匂
い
、
砂
や
水
の
感
触
、

五
感
で
海
を
感
じ
る
と
き
、自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
四
季
に
よ
っ

て
変
化
す
る
富
士
山
や
江
の
島
の
景
色
も
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
い
。
私
は
、
こ
の

美
し
い
湘
南
の
海
と
と
も
に
生
き
て
き
た
。

20 

年
間
ご
み
拾
い
を
続
け
て

　
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
は
日
常
の
一
つ
だ
っ
た
。
サ
ー
フ
ァ
ー

と
し
て
ホ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の
海
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
う
の
は
当
然
だ
っ
た
し
、

小
さ
い
頃
か
ら
海
に
育
て
て
も
ら
っ
た
自
分
と
し
て
は
、
海
へ
の
感
謝
と
い
う
気

持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
具
体
的
な
行
動
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
を
ず
っ
と
続
け
て
き
た
し
、
続
け
て
い
け
ば
海
岸
ご
み
を
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
と
き
、（
公
財
）
か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
の
統
計
を
見
て
愕
然

と
し
た
。湘
南
の
海
岸
ご
み
の
総
量
は
年
間
５
，０
０
０
ｔ
。し
か
も
こ
の
数
十
年
間
、

総
量
は
全
く
減
っ
て
い
な
い
の
だ
。
20
年
以
上
、
私
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

仲
間
と
と
も
に
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
し
て
き
た
が
、私
た
ち
の
活
動
は
無
意
味
だ
っ

た
の
か
。
全
身
の
力
が
抜
け
た
。

　

海
岸
ご
み
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
、
海
岸
ご
み
の
７
割
は
川
か
ら
流
れ
て
来

て
、
そ
の
川
ご
み
は
街
か
ら
流
れ
て
来
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
海
岸
を

い
く
ら
掃
除
し
て
い
て
も
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。「
発
生
源
の
川
や
街
を

含
め
た
地
域
全
体
で
、
行
政
や
企
業
と
協
力
し
て
取
り
組
ま
な
い
と
解
決
で
き
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
の
だ
。

　

私
は
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
持
っ
て
か
ら
、
海
岸
ご
み
問
題
の
研
究
に
没
頭
し

た
。
海
を
専
門
と
す
る
研
究
者
や
実
践
家
な
ど
１
０
０
人
以
上
の
人
に
会
っ
て
話

を
聞
い
た
。
書
籍
や
雑
誌
も
読
み
ま
く
っ
た
。

　

そ
し
て
、
あ
る
論
文
と
の
運
命
的
な
出
会
い
を
果
た
す
。「
海
岸
環
境
改
善
の
た

め
の
報
奨
制
度
〜
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
運
動
の
例
〜
」。立
教
大
学
観
光
学
部
教
授（
当

時
）
石
井
昭
夫
氏
が
監
訳
し
た
論
文
で
あ
る
。
早
速
、
立
教
大
学
に
電
話
し
た
が

先
生
は
既
に
退
官
さ
れ
て
お
り
、
藁
を
も
す
が
る
思
い
で
先
生
の
ご
連
絡
先
を
教

え
て
も
ら
い
、ご
自
宅
を
訪
問
。
石
井
先
生
か
ら
海
辺
の
国
際
環
境
認
証
「
ブ
ル
ー

フ
ラ
ッ
グ
」
の
話
を
聞
い
た
時
、「
こ
れ
で
海
岸
ご
み
問
題
を
解
決
で
き
る
！
」
と

直
感
。
そ
し
て
「
日
本
中
の
海
に
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
げ
る
！
」
こ
と
を
目
標

に
定
め
る
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
決
ま
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

ア
ジ
ア
初
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
認
証
取
得

　
「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
」（
以
後
、
Ｂ
Ｆ
と
す
る
）
と
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
本
部
が

あ
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｆ
Ｅ
Ｅ
（
国
際
環
境
教
育
基
金
）
に
よ
る
認
証
制

度
。
①
水
質
、
②
環
境
教
育
と
情
報
、
③
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
④
安

全
性
・
サ
ー
ビ
ス
の
４
分
野
、
33
項
目
の
認
証
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
基
準
を
満
た
し
た
ビ
ー
チ
や
マ
リ
ー
ナ
は
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
１
９
８
５
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
、現
在
世
界
45
ヶ
国
、

約
４
，５
０
０
ヶ
所
が
取
得
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
認
知
度
は
高
く
、

Ｂ
Ｆ
を
取
得
し
た
海
岸
は
「
き
れ
い
で
安
全
で
誰
も
が
楽
し
め
る
優
し

い
ビ
ー
チ
」
と
し
て
、
多
く
の
人
々
が
バ
カ
ン
ス
に
訪
れ
る
。

　

２
０
１
１
年
当
時
、 

日
本
で
は
F
E
E 

J
a
p
a
n
が
Ｂ
Ｆ
を
認

証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
ま
だ
認
証
さ
れ
た
海
岸
は
一

つ
も
な
か
っ
た
。
国
内
に
は
Ｂ
Ｆ
を
認
証
す
る
体
制
も
制
度
も
な
く
、

文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｆ
日
本
初
取
得
の
挑
戦
と
い
う
「
使
命
」
に
燃
え
た
私
は
、

２
０
１
１
年
５
月
、
仲
間
と
と
も
に
湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
を
立
ち
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夏の片瀬西浜・鵠沼海水浴場（江の島）

片山清宏 （NPO法人湘南ビジョン研究所　理事長）

「海岸ごみから地元の湘南海岸を守りたい」とブルーフラッグ取得のために奔走し、
今なお走り続ける片山さんにブルーフラッグとは何か、そして湘南という里海を守り、

未来へつなげるための活動などをご紹介いただいた。江の島の海中に潜って海底清掃をする著者
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上
げ
、「
日
本
初
の
Ｂ
Ｆ
取
得
を
湘
南
海
岸
か
ら
目
指
す
」
と
宣
言
し
、
活
動
を
開

始
。
し
か
し
、周
り
は「
湘
南
の
汚
い
海
で
Ｂ
Ｆ
を
目
指
す
な
ん
て
無
理
で
し
ょ
！
」

と
冷
や
や
か
だ
っ
た
。
湘
南
海
岸
沿
い
の
自
治
体
の
市
長
や
海
岸
組
合
長
に
、
Ｂ

Ｆ
取
得
を
提
案
し
て
回
っ
た
が
、
無
名
の
若
造
の
私
の
提
案
は
見
向
き
も
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

そ
の
中
で
唯
一
、
鎌
倉
市
の
由
比
ガ
浜
茶
亭
組
合
の
増
田
元
秀
組
合
長
が
、「
Ｂ

Ｆ
に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
ぜ
ひ
一
緒
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
賛
同
し

て
く
れ
た
。
早
速
、
当
研
究
所
の
仲
間
と
と
も
に
、
週
末
に
な
る
と
由
比
ガ
浜
に

通
い
、Ｂ
Ｆ
取
得
に
必
要
な
水
質
調
査
、安
全
リ
ス
ク
調
査
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
、

環
境
教
育
な
ど
を
進
め
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｆ
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
作
成

し
て
海
沿
い
の
お
店
に
置
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
市
内
の
小
中
学
校
や
市
民
団
体

で
Ｂ
Ｆ
の
講
演
を
し
た
り
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
た
。

　

そ
し
て
、
鎌
倉
市
の
松
尾
崇
市
長
が
「
由
比
ガ
浜
で
日
本
初
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
を
目
指
す
」
と
記
者
会
見
で
正
式
に
発
表
。
そ
の
後
、
活
動
を
本
格
化
さ
せ
、

つ
い
に
２
０
１
６
年
４
月
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
Ｆ
Ｅ
Ｅ
の
国
際
審
査

委
員
会
に
お
い
て
由
比
ガ
浜
が
ア
ジ
ア
初
・
日
本
初
の
Ｂ
Ｆ
に
認
証
さ
れ
た
。
５

年
越
し
の
活
動
の
成
果
が
実
り
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

海
の
学
び
場
「
湘
南
V
I
S
I
O
N
大
学
」
の
開
校

　

由
比
ガ
浜
で
ア
ジ
ア
初
の
Ｂ
Ｆ
を
取
得
し
た
後
、
私
た
ち
は
も
う
一
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
掛
か
っ
た
。
海
の
環
境
教
育
に
特
化
し
た
市
民
大
学
「
湘
南

V
I
S
I
O
N
大
学
」
の
設
立
だ
。

　

実
は
、
Ｂ
Ｆ
取
得
を
目
指
し
て
活
動
す
る
中
で
、
限
界
だ
と
感
じ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
Ｂ
Ｆ
活
動
の
中
心
は
、
海
の
専
門
家
や
行
政
、
海
岸
関
係
者

な
ど
に
限
ら
れ
、
一
般
市
民
の
方
々
の
参
加
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
海

に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
だ
け
が
海
の
大
切
さ
を
声
高
に
叫
ん
で
も
ダ
メ
だ
。
多
く

の
人
に
ま
ず
は
海
を
楽
し
ん
で
海
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

海
の
環
境
保
全
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
、
Ｂ
Ｆ
活
動
の
裾
野
も
広
が
っ
て

い
く
は
ず
だ
。
３
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、２
０
１
８
年
5
月
、海
の
学
び
場「
湘

南
V
I
S
I
O
N
大
学
」
を
開
校
し
た
。

　

湘
南
V
I
S
I
O
N
大
学
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
市
民
大
学
だ
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
湘
南
の
海
」。「
海
を
も
っ
と
楽
し
も
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
揃
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
セ
ー

ラ
ー
と
共
に
海
上
を
周
遊
す
る
「
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体
験
」、
新
し
い
海
の
楽
し
み
方

を
体
感
す
る
「
ビ
ー
チ
ナ
イ
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」、
元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
「
ビ
ー

チ
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」、
環
境
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ

ヨ
ガ
」、
真
夏
の
夜
の
海
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
う
新
感
覚
「
ビ
ー
チ
ナ
イ
ト
ゴ
ル

フ
」、
湘
南
の
食
材
を
使
っ
た
「
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
教
室
」
な
ど
、
通
常
の
海
の
環

境
教
育
で
は
思
い
つ
か
な
い
面
白
い
授
業
が
い
っ
ぱ
い
だ
。
普
段
、
海
に
は
縁
遠

い
都
会
の
女
性
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

海
を
守
り
、
未
来
を
つ
く
る

　

湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
を
立
ち
上
げ
て
今
年
で
10
年
目
。
Ｂ
Ｆ
取
得
海
岸
は
全

国
で
４
箇
所
に
増
え
た
。
２
０
１
９
年
12
月
に
は
当
法
人
、
文
教
大
学
湘
南
総
合

研
究
所
、
F
E
E 

J
a
p
a
n
主
催
で
、
国
内
４
都
市
の
Ｂ
Ｆ
認
証
海
岸
の
関
係

者
が
一
堂
に
会
す
る
「
B
L
U
E 

F
L
A
G 

J
a
p
a
n
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
in

鎌
倉
」を
開
催
。
現
在
、神
奈
川
県
内
で
は
、藤
沢
市「
片
瀬
西
浜・鵠
沼
海
水
浴
場
」、

逗
子
市
「
逗
子
海
岸
海
水
浴
場
」
も
Ｂ
Ｆ
取
得
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

湘
南
V
I
S
I
O
N
大
学
は
開
校
３
年
目
。
２
年
間
で
51
講
座
開
催
、
合
計

２
２
５
１
人
の
生
徒
に
受
講
い
た
だ
い
た
。
大
学
の
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
た
生

徒
が
受
講
後
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
先
生
に
な
る
な
ど
新
た
な
動
き
も
あ
る
。
受
講

生
を
１
万
人
輩
出
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
目
標
だ
。

　

活
動
を
し
て
い
る
と
、
い
ろ
ん
な
方
か
ら
「
仕
事
が
忙
し
い
の
に
、
よ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
続
け
ら
れ
る
ね
」
と
か
「
片
山
さ
ん
の
原
動
力
は
何
な
の
？
」
と
聞

か
れ
る
。
答
は
い
つ
も
同
じ
だ
。「
海
が
好
き
だ
か
ら
」。
海
が
好
き
だ
か
ら
海
を

守
り
た
い
、
と
純
粋
に
思
う
。
そ
の
想
い
に
理
由
や
理
屈
は
な
い
。

　

市
民
活
動
の
一
人
ひ
と
り
の
力
は
限
り
な
く
小
さ
い
が
、
そ
の
純
粋
な
想
い
や

熱
意
は
伝
播
す
る
と
大
き
な
力
に
な
る
。
私
た
ち
湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
は
、
市

民
の
力
で
海
の
環
境
問
題
を
解
決
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、「
海
を

守
り
、
未
来
を
つ
く
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
、
全
国
の
た
く
さ
ん
の
仲
間
と

つ
な
が
っ
て
、
海
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
一
緒
に
行
動
し
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
日
本
の
里
海
を
守
り
、
次
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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ブルーフラッグの歴史
1985年 ブルーフラッグの構想がフランスで紹介される
1987年 EUの支援によりブルーフラッグがヨーロッパで紹介される
1992年 同様のブルーフラッグ基準が全てのヨーロッパ諸国で紹介される
2001年 南アフリカでブルーフラッグが開始、国際的プログラムとなる
2004年 ブルーフラッグがカリブ海で開始される
2005-2010年 ブルーフラッグがブラジル、カナダ、モロッコ、チュニジア、ニュージーランドで実施される。
2010年 41 カ国がブルーフラッグを実施
2014年 50 カ国がブルーフラッグを実施
2016年 アジア・日本初のブルーフラッグを由比ガ浜で取得

NPO 法人湘南ビジョン研究所の設立総会で
設立メンバーと記念撮影（2013.9）

「湘南 VISION 大学」授業「ビーチナイトピクニック」
を楽しむ様子（鵠沼海岸）

「湘南 VISION 大学」授業でサンセットビーチヨガを
楽しむ受講生たち（由比ガ浜）

「湘南 VISION 大学」開校式での著者の
開校挨拶

著者（左）とプロサーファー（堀越力さん） 「湘南 VISION 大学」のセーリングの授業の集合写真
（葉山マリーナ）

由比ガ浜で湘南ビジョン研究所スタッフたち
でビーチクリーンする様子

「BLUE FLAG Japan サミット in 鎌倉」でパネリストを囲んで集合写真

由比ガ浜海水浴場でブルーフラッグを持つ著者（左）と奥さん
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